
刊行のことば
西村茂樹は、欧化主義が蔓延する中、 日本古来の精華を忘れ法律をもつて道徳に代えようとするがごとき風潮を憂い、

明治 9年同志 とともに、 日本弘道会の前身である東京脩身学社を創設、爾来、国民道義の振興 と品格ある国づ くりを理想

として掲げ、一貫 して 日本道徳の確立を訴え続けた。

西村の思想は、『 日本道徳論』に述べるように儒教 と哲学の精粋を採って 日本の国民道徳の基礎 としつつも、極めて柔

軟な考え方を示 し、とくに、真理を世界に求めて一局に偏することを戒め、究極のねらい としたのは日本的道徳の確立と

道徳を学問として体系化することにあつた。また、開学 。英学にも通 じ、幕末から明治期にかけて数十冊を越す訳述書を

公刊、近代化を急 ぐ我が国にとつても暗夜の灯火 となつた。

本全集では、西村茂樹の学問的な業績を中心に構成 し、これまで未発表の論説や『 日本道徳論』の初版本など思想史的

にも貴重な著書が初めて公刊 されることとなった。教育学、哲学、倫理学、社会学など、西村思想の真髄に迫ることが可

能 とな り、広 く江湖に歓迎 されることを期待する。

本全集の特色
*昭和51年刊行の『西村茂樹全集』(全 3巻)に未収録の著作・訳述書・論説・日記・書簡・漢詩。和歌。年譜。そ

の他も含めた全ての著作を全12巻で刊行、西村茂樹研究の決定版である。
*旧版の 3巻に収録されていた著作 。論説の全てを解体し、分野別に組み込み内容を整えた。
*収録する文献ごとの解題を各巻末に付 し、付録として月報 (執筆者 2人)をつける。
*訳述書に関しては代表的なもの及び道徳に関するものを精選して収めた。
*旧漢宇は原則として常用漢宇に改め、仮名表記は原拠のままとした。

A5半」・上製本函入/各巻平均750頁/揃定価 222,600円 (5%税込)

古川哲史 監修/(公社)日 本弘道会 編

最終回配本

仝12春

【既刊】 第1巻 著作1     定価 17,850円     ISBN4-7842-1189-6
西村泊翁先生博/日 本道徳論/國民訓/儒門精言/國家道徳論 他11篇

第 2巻 著作2     定価 17,850円      ISBN4-7842-1212-4
徳學講義/西國道徳學講義/社會學講義/日 本教育論 他 2篇

第 3巻 著作 3     定価 19,425円     ISBN4-7842-1255-8
心學略偉/心學講義/初學費訓/女子費訓/婦女鑑/泊翁后言

第 4巻 著作4     定価 17,850円     ISBN4-7842-1317-1
自識録/績 自識録/記憶録/建言稿/往事録/偶筆

第 5巻 著作 5訳 述書 1 定価 18,900円      ISBN978-4-7842-1380-1
讀書次第/東奥紀行/随見随筆/校正高國史略/萬國通史

第 6巻 訳述書2    定価 18,900円      ISBN978-4-7842-1443-3
萬國史略/防海要論/農工jlr種家中経済/経済要旨/数限通論 他 2篇

第 7巻 訳述書3    定価 19,950円     ISBN978-4-78421461-7
泰西史鑑

第 8巻 訳述書4    定価 18,900円     ISBN978-4-7842-1629-1
格勒革力道徳學/吟亦氏道徳學/殷斯婁氏道徳学/求諸己齋講義/櫨寧氏道徳學

第 9巻 訳述書5日 記  定価 18,900円     ISBN978-4-7842-1533-1
理學問答/休物爾氏徳學/査爾斯蒲勒氏要須理學/泊翁 日記 他 3篇

第 10巻 論説 1    定価 17,325円     ISBN978-4-7842-1504-1
明治 7年 (1874)～ 明治 27年 (1894)

第 11巻 論説2訳 述書 6他   定価 18,900円  ISBN978-4-7842-1556-0
明治28年 (1895)以 降の論説/教育史/求諸己齋蔵書 目録/皇太子御教育建言書

第12巻 漢詩 書簡 語彙索引 他 定価 17,850円  【2013年 5月 刊行】
ISBN978-4-7842-1613-0
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近代日本の倫理rTl想 主従道徳と国家
高僑文博者

西村茂樹・福澤諭吉・和辻哲郎ら近代日本の思想家や修身教科書を取
り上げ、近代日本における倫理思想の特質を考察。前近代よりもち越
され、主張され続けた主従道徳の存在に着目し、倫理思想における日
本の近代と近代以降のもつ意味を考える一書。
レA5判・332頁/定価 5,775円        ISBN978-牛 7842-1656-7

象徴天皇制の形成と定着
冨永望者
「象徴天皇 (制 )」 という言葉に着目して、この用語の使用法を検証し、
さらに吉口茂の憲法運用と、それに異を唱える政治勢力や憲法学者の
天皇観を明らかにすることで、象徴天皇制は新憲法の運用の積み重ね
によつて形成されたことを実証する、気鋭の書。
>A5判・316頁 /定価 5,040円        ISBN978-4-7842引 492-1

知の伝達メディアの歴史研究
辻本雅史編           教育史像の再構築
「教育」を「知の伝達」と提え直し、その伝達のための媒体を「メディア」
と規定することで、これまでのような、学校を中心とした教育史像で
はなく、学校を含みながらも学校を越えたところでなされる人間形成
の営みを、全体として捉え直す視点を提示する。
>A5判・300頁/定価 5,985円        ISBN978-4-7842-1500-3

文人世界の光世と古都奈良
久留島浩・高本博志・高橋一樹編大和の生き字引・水木要太郎
近代奈良において個人により形成され、多様な史資料の「かたまり」
である水木コレクションを主な分析の素材とし、日本史学・考古学・
建築史学・回文学・美術史学・地理学・社会言語学等にわたる学際的
な一書。
レA5判・508頁 /定価 8,190円        ISBN978-牛 7842-148卜 5

三高の見果てぬ夢
厳平著     中等 。高等教育成立過程と折田彦市
京都大学大学文書館所蔵 「第三高等学校関係資料」等を駆使し、当時
の「中学校」の教育機能を考察。その前身校以来、長く三高校長職に
あった折田彦市に注目することで、高等中学校がいかなる理由で設け
られたのかという、日本近代教育史研究の大きな欠落を埋める一書。
レA5判・352頁 /定価 7,875円        ISBN978-牛 7842-1399-3

※フェノロサ社会論集
山□譜―編

フェノロサは来日当初の目的は東京大学でミル、スペンサー、ヘーゲ
ルなどの社会思想を講じることだつた。当時の活字媒体を通じて発表
された講義資料、宗教論を含む社会論のすべてを収め、明治日本に多
様な影響を与えたフェノロサの実像に迫る
>A5判・330頁 /定価 8,190円           ISBN4-7842-1028-8

西 村 茂 樹 研 究 明治啓蒙思想と国民道徳論
真辺将之著

明治の啓蒙思想家・道徳運動家である西村茂樹の思想について、従来
の「保守」と「進歩」という二項対立的な枠組みから脱却し、時代状況に
応 じた問題意識の変遷と主張の展開を、史料に基づいて跡づけること
により明らかにする。
>A5判・488頁/定価 8,190円        ISBN978-4-7842-1491-4

明治期における不敬事件の研究
小股思明著

天皇を中心とする明治政府の誕生以来、数多く発生しながら体系的な
研究がなされなかつた不敬事件を、明治期について網羅。豊富な実例
を整理・検討することにより明治国家の特質を考察し、天皇制と教育
。近代日本および国民の関係を明らかにしようとする大著。
レB5判・576頁/定価 13,650円       ISBN978-牛 7842-1501-0

韓国「併含」前後の教育政策と日本
本間干景著          佛教大学研究叢書8
第二次日韓協約から第一次朝鮮教育令発布後、すなわち韓国「併合」前
後の期間に着日し、当該期の修身教科書への影響や教員の養成 。日本
人教員の配置など、現地における学校教育を取り扱 う。教育という観
点から、日本内地と旧韓国・朝鮮の関連を再考する。
レA5判・300頁 /定価 5,880円        ISBN978-4-7842-1510-2

武士の精神とその歩み
アレキサンダー・ベネット著  武士道の社会思想史的考察
武家政権の誕生から明治維新に伴う身分制度の廃上に至るまでの武士
文化の発展と変遷の過程を考察。文化人類学者クリフォー ド・ギアツ
による宗教の定義を援用し、各時代における武士の精神を精査するこ
とで、武士の気風や動機などが進展していつた過程を明らかにする。
レA5判・296頁/定価 5,040円        ISBN978-牛 7842-1426-6

※万国博覧会の研究
吉田光邦編

19世紀、体制を整備 しつつあつた国家・近代的な企業・国民という意
識に支えられた大衆社会を基盤にスター トした新しい情報メディアの
場、博覧会の諸相を明かす学際的研究。【内容】クルップ社の19世紀
/菊 と万国博/パ リ博覧会日本館 。1937/博 覧会と特許/明治初期の
京都博覧会/博覧会と衛生/1910年南洋勧業会始末 など
レA5判・374頁 /定価 6,825円          ISBN牛 7842-0414-8

※増補郷土教育運動の研究

宣 教 と 受 容 明治期キリス ト教の基礎的研究

伊藤純郎著

長らく品切れだつた旧版に1章 をカロえて再版。昭和恐慌が深刻化し、郷
上の立て直しをはかる自力更生が叫ばれていた1930年代に展開された
郷土教育運動の歴史的意義を柳田国男の郷土研究論と関連させなが
ら、運動を推進した文部省、文部省とは異論を唱える郷土教育連盟、実
際にそれをおこなう地域社会の反応を通 じて、実証的に解明する。
>A5判・506頁/定価 10,290円        iSBN978-4-7842-1402-0

※鉄道日本文化史者
宇田正著

日本の近代化のなかで陸蒸気=鉄道がもたらしたものは、はかり知れ
ない。本書では「文化の鏡」としての鉄道をとりあげ、知識人の体験や
一般人の認識から民俗・観光 (巡礼)・ 教育との関わりを通して、97k道

が日本人の内面的形成に果たした文化的役割を明らかにする。
レA5判 '352頁/定価 5,775円        ISBN978-牛 7842-1336-8

岡倉天,いの比較文イヒ史的研究
清水恵美子著     ボス トンでの活動と芸術rTl想

明治時代に美術分野で活躍した思想家、岡倉覚三 (天心)の生涯の活動
に通底する思想や、ボス トン社会で成そうとしていたことは、いかな
るものだったのか。またボス トンと日本における岡倉像を比較し、固
定化され流布されている「岡倉天心」像を再検証。

(平成24霧 中 教 珈 翔
レA5判・548頁/定価 11,235円        ISBN978-牛 7842-1605-5

近代茶道の歴史社会学
田中秀隆著
「伝統文化とは近代に自己変革に成功した文化である」との近代茶道
史テーゼにもとづき、近代国家の文化的アイデンティティの生成構造
面から、茶道が日本の「伝統文化」として認知されるようになつた過
程を考察する。
レA5判・454頁 /定価 6.825円        ISBN978-4-7842-1377-1

中村博武著

経典成立史、新造語の成立経緯などの原理的な問題から浦上信徒総流
罪に対する長崎外国人居留地の英字新聞や宣教師の書簡の解明、さら
には上海租界地の宣教、内村鑑三と英宇新聞の論争などを通して西洋
文明が東アジアに与えた衝撃の一端を明かす。
レA5判・610頁 /定価 12,600円          ISBN4-7842-1025-3

インタ ビュー・ェッセィゃ新刊情報を掲載 した広報誌『鴨東通信』を年 4回 無料でお送 りしています。

電話・ fax・ Eメ ールでお申 し込み下 さい。※印の書籍は外函・カバーに汚れ・傷みがございます。


